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　米を主食とする日本と韓国では、生活ごみにおける生ごみの比率は高く、かなり異

なった方法で処理している。日本は資源化せず、多くの場合、焼却処理を中心に行って

いる。一方、韓国は全国で排出されたほとんどの生ごみを資源化しているが、堆肥と肥

料の生産能力の過剰化が問題となっている。そこで、本研究では、韓国の生ごみを利用

した循環型システムの構築に向けた取り組みについて紹介し、課題と今後の展望につい

て考察する。

「韓国における生ごみ資源化の現状と課題」
Food Waste Recycling in South Korea: 
Its Current Status and Challenges

日本学術振興会・科研費・基盤研究（C）「環境経済社会の持続性を目指す生ゴミ処理システムに関する日中韓3カ国の比較研究」（研究代表者：千 暻娥）
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